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　　　　　　　　　　　　　　一　越中一飛騨山地の地質学的研究一一

ラ可　合　正　虎＊

　　　　Late戴esozoie　Crustal　Movements　in　the　Eastern

　　　　　　　　Pa眈o£価e　Hida　Plateau，C¢ntral　Ja塾an

（Geologicals加dyin伍eEtckua圃Hidamou殖ainla翠ds，
　　　　　　　　　　　　　Gifu　an｛l　Toyama　prefeetures）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masatora　Kawai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　（1）Thepre－Jurassic；・cksinthis亀reaare血eaut・chth・n・usbase血ent（theHidagneiss

complex　and　the　Pemian　Moribu　formation　of　the　Yamaguchi　facies）and　the　exotic　Paleozoic

s6dilpents（毛he　Silurian，Carboniferous　and　various　Pemian　formations）of　the　Para－Akiy6shi

facies．

　　　　（2）　The　stratigraphical　succession　of　the単esozoic　strat＆in　this　area　is　shown　as　follows：

　　　　　　　　　　　　　UpPerCreねce・u・｛慧nlr畿01’teも・nf・rmity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Unconformity

驚血、＿望．、p　II類』｛慧雛灘盤S…

（一………）縣繍畿善温、論…r－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Unc？nformity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Basement

　　　　⊆3）SincelateJurassic止ecrusね1m・vementspr・ceededint弓rmittently・andculminすted

during　the　period　from　mid－to　latest　Cretaceous．Deformations，accompanied　by　intense止rust－

ing，took　place　along　with　the　severe　volca血ism　of，acid　rocks，but　ended　with　the　intrusion　of

the　Kokubu　granite，

　　　　（≧）　The　remarkable　thrust　faults　can　be　classified　into　two　groupsl　the　Ura－Nippon　thrust

system　in　the　north　which　extends　northeast，and’the　Omote－Nippon　system　in　the　south　which

trends　southeast・丁恥e　thrust　sheets．of　the　former　are　composed　of　the　Hida　complex，whereas

those　of　the　Iatter　consist　of　the　Paleozoic　sediments　o｛the　Para－Akiyoshi　facies．　Two　thrust

system－swerec・mpletedinlatestCre惚ce・us．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

1959年5万分の1飛騨古川図幅の地質を調査し

＊広島駐在員事務所　　　　　　‘

　　　　　　　年には飛騨高原の後期中生界を総括するために飛騨高原

11960　1の東部地域を踏査一した。本論文はこれらの調査結果に加

　　　　　　　　えて，1954年に従事した5万分の1東茂住図幅の地質

　　　　　　　調査および1957年の核原料物質調査の成果をも併せて，．
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後期中生界の概要と地質構造の解析による地殻変動をの

べたものである。

　（1）　弛質系統は飛騨複合岩類・古生界』手取累層一

群・足羽層群・面谷流紋岩類・新期花密岩類および新生

界に大別される。

　（2）　飛騨複合岩類は片麻岩類と古期深成岩類とを一

括したものである。

　（3）古生界は原生の基盤をなすものと衝上地塊をな

すものとに分けられる。

　（4）　衝上地塊をなす古生界は輝緑凝灰岩・チャート

および石灰岩にとむ。一結晶片岩一准片岩は古生界の変成・

　　　　　　　　　　　　　　　　　たかはらがわ
相とみなされる。シルリ系福地層群・デボン系高原川層
　　　　あらきがわ群・石炭系荒城川層・石炭系一二畳系の一ノ谷層群およ、

び二畳系の諸層は衝上地塊の一部を構成している。原生

の基盤をなすものは森部層とその相当層で，岩質からみ

て南西方域外の美濃層群に対比されるものであろう。時

代は未詳である。

　（5）手敗累層群は下部の九頭竜層群に属するものが

北部地域にあり，東坂森累層および桐谷層で，分布はご

く小地域に限られる。南西部には庄川累層に属するもの

がごく一部に露出する。

　（6），手取累層群の上部に属する石徹白層群は北部と

南部との2地域に分かれて露出する。北部のものは下か
　ながとがわ
ら長棟川および跡津川の両累層であり・南部のものは古

川累層と稲越層とである。

て7）　古川累層は一部に海成層を含み，これは石徹白

麿群中唯一の海成層であるが，海棲介化石はごく一部に

しか産出しない。

　（8）　足羽層群は本地域ではごく小地域にしか認めら

れず，植物化石は見出されないが，面谷流紋岩類の下位

および下部に薄い地層として賦存する。

　（9）　面谷流紋岩類は大部分が火山砕屑岩類によって

構成される。北部には珪長岩一石英斑岩の貫入があり，

この一部は地表に浴流したもので，部分的に跡津川累層

に不整合に覆われる。しかし，・衝上断層を切る断層に沿

って貫入した．ものもあり，岩質からは区別ができない。

この珪長岩一石英斑岩は長棟川累層の末期から跡津川累

層堆積の初期にかけて盛んに貫入し，かつ噴出したが，

その後にも断層に沿って貫入したものであろう。古期の

ものは面谷流紋岩類から除きアシ谷珪長岩とよぶ。

　（10）新期花闘岩類には国府花闘岩と石英斑岩があ

る。いずれも衝上断層の生成後に貫入した。国府花闘岩

『は黒雲母花醐岩である。

　（11）本地域の衝上断層は表日本衝上系と裏日本衝上

系とに大別される。表日本衝上系は古生界を衝上地塊と

媛裏日本衝上系は飛騨複合岩類を衝上地塊とする。

（第12巻第12号）

　　　　　　すけのぶ　（12）横山・祐延および藤橋衝上は広い意味では裏、日

本衝上系に属するが，狭義には裏日本衝上系の衝上地塊

中に見られる衝上である。

　〈13）　横山衝上は北部の石徹白層群の南および西限を

画して，同層群と飛騨複合岩類とを分けている。この断

層は東部では石徹白層群の不整合面にそってすべりはじ

め，西から北西に向かうにつれて転位量が増大する。こ

れは裏日奉衝上系の反作用によって隼じたものであっ

て，衝上の生成機構を暗示するものと思われる。

　（14）表日本および裏日本両衝上系は現象面に関するL

限り，面谷流紋岩類に衝上するが，手取累層群のみでな

く，・より古い地層にも同じ系統の圧迫が古くから加わっ

て摺曲された。すなわち，後期中生代には同一の地質現

象に伴なって堆積・削剥および地殻変動等を生じ，火成

活動もこの地質現象の表現の一・部と考えられる。

1．はじめに

　筆者は1954年5万分の1東茂住図幅地質輝査》1957

年核資源調査，1959年飛騨古川図幅地質調査に従事し，

1960年にはその周辺部を併せて踏査した。ここにその

概要を総括した。本論文は飛騨高原西部における後期中

生代の地殻変動の3報とともに∵連をなすものである。

したがってすでにのべた内容はできるだけ重複をさけ

た。東茂住地質図幅および核資源調査ではそれぞれ，地

質調査所野沢保技官ならびに菊地清四郎技官の協力をう

けた。飛騨古川図幅の地質調査は野沢保および河田清雄

技官との協同調査であるが，両技官は調査中であるの

で，域内の地質は両技官の助言はいただいたが，筆者の見

解に従った。化石の鑑定には広島大学中野光雄助手の援

助をうけた。富山県および岐阜県下の地質に関しては，

それぞれ地質調査所坂本亨技官ならびに東京教育大学猪

郷久義研究生より種々の助言をいただいた。第1図に本

地域の地質を総括するに当り，一部の未調査地域（とく

にけわしい山岳地帯）は平山健技官ら2）の北アルプスの

資料および野沢・坂本両技官58）の五百石地質図幅の資料，

を加えた。上記の方々に深く謝意を表する。　　　　匙

2。地質の概要

　本地域の地質系統は飛騨複合岩類・古生界・手取累層

群・足羽層群・面谷流紋岩類・新期花闘岩類および新生

界に大別される。

　本地域にも西方および南西方域外ど同様に表日本およ

び裏日本衝上系に相当する2系統の衝上群がある。表日

本衝上系は輝緑凝灰岩・チャードおよび石灰岩の優勢な

古生界を，裏日本衝上系は飛騨複合岩類一その上に手

取累層群と一部に面谷流紋岩類とをのせて一を，とも
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津花闘閃緑岩も含む。野沢保および礒見博55）は片麻岩・

角閃岩一閃緑岩等を飛騨変成岩類とよんだ。船津花闘閃

緑岩には下之本型と船津型とがあって，早期相の下之本

型は角閃石花闘閃緑岩および角閃石石英閃緑岩からな

り，晩期の船津型には眼球片麻岩・斑状一中粒花歯閃緑

岩・アプライトおよびペグマタイトを一括している。そ

して本地域の深成作用は中生代初期頃またはそれ以前か

ら起こり，．中生代中頃に終った大規模な深成作用g一部

で，斑糖岩類により先駆され，飛騨変成岩類および古生

界を交代し，晩期には貫入を起したと説明している。野
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（尋’騨し　衝上断層（確認・推定・弐在）

、　＿一邸鴫一5
断層（確認・推定・伏在）

→一一一甲醐軸（確認・推定・雌）

一一舟一一一　転倒向斜軸（確認・推定・伏在）

一一金一一一背斜軸 僻認・雛吠在）

櫓一一一　転倒背斜軸〔確認・推定・伏在）

◎　　　　動物化石

ψ　　植物化石

川近傍の地質図

沢は筆者との共著5方分の1東茂住地質図幅27）に茜いて

もほぼ同様の見解にたっている。
　　　　　　　　　　　　　　たからがわ　5万分の1地質図幅船津55）には高原川流域の本郷の北

　　　　　　　　　　　　　　　　ものぶ
西方で，船津型花闘閃緑岩が古生界の森部層を捕獲して

いることが示されている。筆者の観察によると，’この捕・

’獲されたものは大部分が黒色，細粒ゐゼノリスで，その

核心部には僅かの範囲にホルンフェルス化した砂岩と粘．

板岩との互層が確認される。これは他の接触部が断層関

係と思われるのに対し，古生界に船津花嵩閃緑岩が貫入

したことを明示する事実である。

5一（907）
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高原川上流栃尾付近の地質図

獅

　　　　　　　　　　　　　　　　第3図

　2．2衝上地塊をなす古生界
　　　　　　　　ふくお　高原川上流の栃尾一福地付近には蛇紋岩を伴なう結晶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかはらがわ片岩一准片岩・．シルル系の福地層群・デボン系の高原川

層群・上部石炭系一二畳系の一ノ谷層群および下部一上

部二畳系の諸層が知られている。これらの地層群の特性

’は大部分が輝緑凝灰岩または石灰岩からなって礫岩や粘，

板岩を伴なってい為ことである。各地質系統は相互にき

わめて錯雑した関係にある。この地域の上記古生界は第

3図に示されるように衝上断層註1）によって，手取累層

群や面谷流紋岩類の上にのっている。原生の基盤である

森部層註2）またはその相当層とは地質構造や岩質におい

て顕著な差異がある。したがって，これらの古生界は衝
』
上
地
塊 の一部で，．第1報において述べた九頭竜川上流の

伽勢付近の地層群と同様な関係にあると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　あらきンがわ　本郷付近には野沢および礒見54）55）によって荒城川層ど

よばれた石炭系がある。本層の主要部は宮川流域の上広
　　　　　　　おサしをお
瀬から東北東にのび折敷地に達し，新生代の高原火山岩

類に被覆されるが，そのまま東方に延長すれば，栃尾一一

福地の古生界に連なるようにみえる。本層は輝緑凝灰岩

、を主体とし，、しばしば石灰岩の小レンズを挾み，上広瀬

註1）

註2）

　焼岳の北山腹（足洗谷奥の崩壊地）にば面谷流

紋岩類の上にほぼN65。E・409、Sの衝上断層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註3）で蛇紋岩がのってヤ・る。

　第3図地域には見られない。

　　　　　　　　　　　　　　　　6一（908）

．o

1には顕著な礫岩質の部分一上広瀬層ま鳶は上広瀬礫岩

1層一が弟る。輝緑凝灰岩は一般に干枚岩輩し，とくに

　船津花嶺岩に接近したところや構造線（表日本衝上系）

　に近接した部分では結晶片岩一准片岩註3）となったとこ

　ろがある5石灰岩には化石が乏しいがK戯6hoφ勿llz‘形

　その他の産出54）55）が知られている。上広瀬層は礫岩中の

　礫が一般に角礫一亜角礫で，花崩岩・扮岩一輝緑岩・輝

　緑凝灰岩・石灰岩・珪質岩および粘板岩等からなり，一

　般に凝灰質で時に砂質または石灰質Q基質がある。花崩

　岩の礫は片状構造を示すものが多く，礫径も一般に大き，

　く，1mを超えるものも珍しくない。基質が砂の部分は

　珪質の砂にとみ，石灰質の部分と同様にレンズ状に挾ま

　れ，このような部分では拳大以下の角礫がとくに多い。

　この上広瀬層は薄い粘板岩や輝緑凝灰岩を挾み，また本

　層の上下限は輝緑凝灰岩と漸移する。かつて手取累層群

　として取扱われたこともあるが，明らかに荒城川層の一

　員である。

　高山市の東部から南東方にわたって，輝緑凝灰岩およ

　びチャートを主体とし，薄い炭層とレンズ状石灰岩とを

　挾む地層がある。これは未区分ではあるが，一部に荒城

　川層を含み，大部分が二畳系であろう（猪郷久義1◎）の平

　古生界の変成作用は従来より手取累層群より古

い広域変成作用と考えられている。



飛騨高原東部に郭ける後期中生代の地殻変動　（河合正虎）

湯層群に当ると考えられる）。

　南西端の楢谷には飛騨複合岩類註4）と接近して伊勢お

よび栃尾一福地付近と同様に蛇紋岩を伴なう結晶片岩一’

准片岩・シルリ系・石炭系および二畳系があって，いず

れも輝緑凝灰岩・石灰岩およびチャートのいずれか，ま

たは全部が優勢である6これらの一部には衝上地塊をな

すものがあると推定される。

　2．3　原生の基盤をなす古生界

　本地域で手取累層群および面谷流紋岩類に対して，原

生の基盤をなす古生界は森部層およ，びその相当層であ

る。森部層およびその相当層は砂岩および粘板岩を主体

とし，時に輝緑凝灰岩や石灰岩を挾む。砂岩中にはしば

しば粘板岩の角礫を含む一種の偽礫岩が見られるのが特

徴である。岩質からみると第2報でのべた美濃層群に酷

似している。本層の露出する地域はいずれも狭少で，し

かも諸所に散在している。化石は未発見で，地質時代は

不明であるが，岩質および地質構造からみて，野沢およ

び礒見55）の中部二畳系に属する十ニケ岳層または中燗層

に対比される可能性がある。

　2．4　手取累層群

　2．4．1　九頭竜層群22）

　本地域の九頭竜層群は北東部に僅かに現われるにすぎ

ない。本層群は飛騨複合岩類を不整合に覆い，石徹白層

群によって不整合に被覆され，あるいは飛騨複合岩類に

よって衝上されて島・る。本層群に属するものは東坂森累

層および桐谷層である。

　1）東坂森累層

　本累層は有峰北方の東坂森谷を標式地とする。下から

真川砂岩礫岩層および有峰頁岩層に区分される。

　真川砂岩礫岩層：本層は有峰東方の真川の川床で飛騨

複合岩類を不整合に被覆する。下部は基底礫岩で，角礫

を主とする巨礫岩からなり，礫の大きさは直径2m位

のものが珍しくない。礫種は花闘岩・片麻岩・珪質

岩・粘板岩および砂岩等である。礫岩中の粗粒な砂質

部から吻・，h・プ8伽（Z｝・ノ7z助h・名611α）cf．・吻n磁5

KOBAYAsHI＆TAMURA，ハ4．（P）a鉦．oゐ5016魏K．＆

T。，M，（丑）sp。その他の介化石を産出する。上部は砂

岩にとむ地層である。本層の厚さは下部が約30cm，上

部が約80mである。

　有峰頁岩層＝黒色頁岩を主として砂岩を挾む。東坂森

谷からA如藏oc8解75a鉦諾o短z5α∫z65（SOWERBY），“Pプo一

　　　　　　　　　　　　　　い　　　ね勿4フフz5i吻多”sp，，‘℃lo”瑠5”sp．を猪の根谷から窃α一

躍io6ε7η5sp、および血oo8プα77z郷（P）sp。が採取され

た。本層の厚さは約150mである。

註4）　ここでは麦島片麻岩または麦島花南岩とよばれ

　　る。

　2）桐谷層

　八尾の南方桐谷から海棲介化石を発見した今村外

治14）15）は，この海成層を桐谷層とよんだ。

　前田四郎44）は本地域を再調査して，不整合関係を確認
　　　　　　　　　　　　うしおい
し，北半部を桐谷層から除き，牛負礫岩層を基底礫岩と

し，その上位の卯の花砂岩頁岩互層および久婦須礫岩層

を一括して石徹白層群に対比した。したがって桐谷層は

頁岩を主体とし砂岩や礫岩を伴なう地層に限定される。

　本鞄域の手取累層群の分布はきわめて狭く，その周囲

は断層によって囲まれている。南限には走向がN45。

Wで70。S』に傾く断層が確認される。北に進むにつれ・

て桐谷層は走向がN45ヴ60。Wで摺曲を繰り返し，北

または南に急斜し，直立した所も多い。これに反して，

北半部の石徹白層群は走向が一・般にN55パ70。Wで，

65～70。Nで傾斜する単斜構造をしているが，北限に近

づく所では800内外で北に傾き，かつ走向がほぼE－W

で傾斜が55。Nの小断層も認められる。筆者はこの周

囲の断層は同一の断層で，断層面が起伏して波打つ衝上

断層であり，その地窓から手取累層群が現われるとみな

した。すなわち，周囲の断層は横山衝上諦）の延長部と

考える。

　今村外治14）15）はL1疏α606ε辺348）（？）sp，，瓦ψPon砿万一

go痂5αgα測αZ（YEHARA）その他の化石を採取した。

その後桐谷層から道路工事に際し七Df6ho60”zo5ρh∫n6一

，665乃∫プ枷nZ6襯5SATO（MS）68）その他の菊石が発見さ

れた。桐谷層は東坂森累層の相当層と考えられる。

　2．4．2　石徹白層群

　石徹白層群は北部と南部との2地域のものに大別され

る。2地域のものは多少差異がある。

　1）北部地域の石徹白層群22）27）

　北部地域の石徹白層群は長棟川および跡津川の2累層

に区分される。　　　　　　　　　『、　　　　　，、

　長棟川累層

　本累層は不整合関係によって，一般に飛騨複合岩類

を，一部では九頭竜層群を被覆する。下から庵谷峠礫岩

層および猪谷互層に区分される。本累層は半鍼半淡棲介

化石を含まない唯一の尾口累層の相当層である。

　庵谷峠礫岩層：本層は長棟川累層の基底礫岩である。

礫岩を主体とし，上部において僅かに砂岩および頁岩を

伴なう。有峰付近でば薄い凝灰岩を挾む。礫岩の礫は花

嵩岩・閃緑岩・片麻岩および石灰岩等の飛騨複合岩類が

多く，粘板岩・砂岩および石英斑岩等も伴ない，一般に亜

角礫ないし円礫ぞあって，これらを花闘質の砂で充填す

る。礫は一般に巨礫が多く，最も大きいものは直径が1

註5）横山を通り，ほぼ神通川にそって北西一南東に
　　のびる衝上断層27）

7一（909）
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mを超えることも珍しくない。本層中には諸所に化石

樹幹X6no躍〃loη1α妙0705％形（CRAMER）の破片を含

む。本層は地塚によってか奪り厚さが変化し，、北部では

一般に薄く，また真川上流の一部では薄いところもあ

り，数m～数10mにすぎないが，中部以南では一般に

厚く，100mないし200mを算する。

　猪谷互層：本層は庵谷峠礫岩層と整合関係にある。一

般に砂岩と頁岩との互層からなり，南東部の車川上流か

ら北俣山山腹にかけては礫岩が優勢である。この優勢な

礫岩は基質の砂が豊富であって，庵谷峠礫岩層のものと

区別することができる。頁岩中にはα厩oρhl6扉5，

0瑠oh乞oψ5乞5，P宛o灘伽硲等のいわゆる手取植物群を

産す。筆者が5万分の1東茂住図幅地内で識別したもの

は’16属21種註6）である。このうちには化石樹幹X8no

吻lon伽妙0705瑚z（CRAMER〉も産し，その破片ととも

に諸所に樹根や根毛も認められ，他地域の石徹白層群と

．似た環境の下に堆積されたことを示す。本層は真川上流

の一部の地域では厚さが僅かに10数mにすぎないこ

ともあるが，一般には200ないし300mに達する。

　跡津川累層

　本累層は一般に長棟川累層に整合するが，’局部的には

不整合（～）の疑いもある。．これら両累層の間に珪長岩∫

一石英斑岩の浴流が見られる。

　本累層は石徹白層群の上位の堆積輪廻を示し，赤岩累

層に対坊される。ただし，北部の第1図における未区分
　　　　　　　　　　　　　　　めうがだにの地域には本累層より上位の地層註7）（明谷累層の相当

層）があるかも知れない。』本累層は下から南俣谷礫岩層

および和佐府互層に区秀される。，

　南俣谷礫岩層：本層は礫岩・砂岩および頁岩からな

り，時に凝灰岩を挾む。礫岩は黒色粘板岩・花闘岩・閃

緑岩・、片麻岩・珪長岩一石英斑岩・頁岩・砂岩およびチ

ャート等の礫を含み，これらの砂で充填されたものであ

る。著しい特徴は黒色粘板岩および珪長岩一石英斑岩の

角礫ないし亜角礫を多量に含み，時には礫の大部分がこ

れらによって構成されることもある。礫は一般に東部セ

大きく，時に人頭大のこともあるが，西部では径数mm一

の小礫となる。・本層の下位に接するところや本層中には

カ）なり厚い珪長岩一石英斑岩が岩床状に分布し，本層と

下位の珪長岩一石英斑岩との間には不整合関係を示すと

ころがある6本層は東部では厚く約150mであるが，

註6）　いずれも第3報で報告した植物群に含まれる。

　他の文献を総括すると，未区分地域を除き，現在

　判明している化石は18属26種1亜種が確認さ
　れ・．一部に疑念のあるものを含めるど19属27
　種1亜種が産出している（第1表参照）。
註7）　56卿o㍍sp．が他の植物化石ととも，に産出して一

　いる。

（第12巻　第12号）

西部では薄く約70mにすぎない。

　和佐府互層：本層は南俣斧礫岩層と漸移する。砂岩と

頁岩との互層からなり，礫岩や凝灰岩を挾む。頁岩中に

は植物化石Co漉o穿6万5，0πッ6h∫oゑ5お，A漉αn読85，Clα一

46少hlε6歪3，G痂舷o∫4勉勉，Po40辮擁嬬等を含み，筆

、者が5万分の1東茂住図幅27）地内で識別したものは7属

8種であった。猪谷互層に比較すると化石の種類も量も

少ない。本層め厚さは500mを超える。

　アシ谷珪長岩：長棟川累層の末期ないし跡津川累層の

堆積の初期頃にわたり，珪長岩一石英斑岩の貫入があっ、

た。長棟川累層，および跡津川累層の下部に岩床状をな

して挾まれるものは最も厚いもので500mをこえる。

場所によっては周囲の岩石に接触変質を与え，黒雲母が

生成しているが，一部では熔岩として浴流し，南俣谷礫

岩層によって不整合的に被覆されることもある。、南俣谷

礫岩層中には珪長岩一石英瑳岩の角礫を多数に含み，部

分的には同質の角礫を含む凝灰岩一凝灰角礫岩があって

局部的に不整合関係で堪長岩一石英斑岩を覆ってい

る27）。長棟川累層の末期から跡津川累層の初期にかけて

激しい火山活動が起り，本岩が貫入し，併せて噴出した

ものである。後期の面谷流紋岩類と区別し，アシ谷珪長

岩とよぶ。

　北端部の未区分地域の手取累層群

　北端部の未区分地域の手取累層群は前田四郎39）および

森久雄51）によって詳細に調査された。

　前田四郎は下から常願寺川一・志鷹谷註8）・長尾山およ

び白岩川の4層に区分した。常願寺川層からα記oψhl6一

房56漉／i／bプ”z乞5（GEYLER），2〉ガ1550痂α・o万6nオ‘zlZ5HEER，

Po40滋〃z漉5／研0601α惚5（L＆H・），jP・R6ガn露GEYLER，

X6”曙loη1α砂oブo鍬形（CRAMER）を，志鷹谷層から

E伽8耽5％5h加αプ6n5歪5（YoKoYAMA），0耽h吻3ズ5

♂ongα厩　（GEYLER），αα40ρhlθ房5，sp。，S6卿o如sp．，

Po40辮郷漉3．R6f競GEY’LERを産出するという。、

　森久雄51）は下から常願寺川層（前田の常騨寺川層と志

鷹谷層）←白岩川層および城前層に区分した。常願寺

川層からσo勉o亟6rお6卿ゲ6刀5おSEWARD　Nll∬o勉α

・漉伽1♂5HEER，α・2耀泌sp、，P・4・2翻泌1αn66・一

1碗％3（L・＆H，），丑R6初ZI　GEYLER等を，城前層か

ら　0π解／知ρ3お810πgα厩　（GEYLER），Zα形10ゆh41z4形

Bπ6hズ‘znz6”z（ETTINGsHAusEN）NATHoRsT，2〉11550π脇

a鉦・K・渉・歪（YoKoYAMA）、、C鰯砂hl6銚46n批ぬ孟α

（BR・NGN・），P・4・測z泌1艦ε・1伽3（L＆1・Hl），P‘，

R61競G理LERを識別した。

　筆者の調査はごく一部に限られているので正確なこと

註8）　前田は志鷹谷層とそめ玉の地層を赤岩亜層群

　（筆者の赤岩累層）の北谷層に対比した。“
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’
は
判 らないが，予察的には前田の常腰寺川層および志鷹

谷層は跡津川累層に対比されると考える。したがって森

の城前層は筆者の手取川上流地域の明谷累層に対比され

る可能性がある。

　2）　南部地域の手取累層群

　本地域の手取累層群は概観する，とほぼ2列になって東

西にのびている。その主要部は第2図，やや離れて分布

する栃尾付近のものは第3図を参照されたい。

　本地域のものは唯一の海成層を含む石徹白層群であ
　　　　　　　　　　いなごしる。下から古川累層および稲越層に区分される。P東部で

やや離れて露出するものは未区分であり，前田の命名に

従って栃尾層とよぶ。

　本層群から産出する植物化石を第1表に掲げた。

　古川累層

　古川累層は下から種村礫岩層・沼町互層・杉崎砂岩層
　　　たいえ
および太江頁岩層に区分される。

　種村礫岩層：本層は古川累層の基底礫岩である。本層

は蔵柱付近では古生界の森部層を不整合に被覆する。折

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもきた・敷地付近でも同様の関係にあると考えられる。・下気多で

は飛騨複合岩類を不整合に被覆し，本層の最下部には原

地性の粗粒な花闘岩質砂にとむ含礫砂岩がある。本層は

礫岩を主体とし，砂岩や頁岩を挾む。礫岩は」艀に径

きOcm，時に60cmに達する巨礫を多く含む。礫種は飛

騨複合岩類の花闘岩類および片麻岩類，古生界からのチ

ャ』一ト・砂岩・粘板岩・干枚岩質粘板岩・粉岩一輝緑岩

および輝緑凝灰岩や石英斑岩である。古生界の礫は古生

界を被覆する地域でかなり顕著であって，このような所

では角礫ないし亜角礫である。飛騨複合岩類や石英斑岩

の礫は一般に亜角礫ないし円礫である。砂岩は一般に粗

粒ないし中粒で，頁岩とともに本層の上部に挾有され，

しばしば植物破片を含む。、頁岩は黒色ない、し暗灰色を呈

し，かなり砂質のものが多く，まれに植物化石を埋蔵す

る。本層の最玉部に当る八日町（桐谷橋）から1瞼7－

6hαn孟露65　z65hぢ勉‘zブ8n5乞5　（YoKoYAMA），　0η〃6hZoρ5乞5

610η9砿‘z（GEYLER），　C28肋フzo泌5勉α　万9擢α　HEER，

Po4傭4解舵31αη6601鋤％5（L．＆H．）とともに多数の樹

根ないし根毛が産出する。本層の厚さは一般に150m

ないし200mであるが蔵柱付近では350mに達する。

桐谷南方では国府花闘岩に貫かれて下限は未詳である。、

　沼町互層1本層は砂岩と頁岩との互層からなり，礫岩

を挾む。第1表に示されるように植物化石を多産する。

筆者は15属21種を識別した。前田四郎43）によって採

取されたものを併せると16属22種が確認されたこと

になる。本層の厚さは沼町および桐谷南方で約150m

にすぎないが，大坂峠付近では200mないし220mで
ある。

　杉崎砂岩層：本層は砂岩を主とし，礫岩および頁岩を
　　　　　のぶか挾む1本層は信包南方から東にのびて荒原西方に達する

海成層と桐谷南方の陸成層とからなる。杉崎および太江

南東方からN吻o競71gon1αP　sp。およびB61形η漉その

他の介化石を産する。粗粒の砂岩または礫岩中に化石が・

含まれ，保存はあまりよくない。同一層準である化石は

信包南方の石切場・中野北方の石切場および杉崎南東方

の尾根等にも露出し，二枚介の破片を含む。前田四郎43），

は杉崎から菊石その他を，中野から動066規解螂sp。等

を採取したという己桐谷南方の本層からはまだ介化石が

発見されない。桐谷南方の本層の下部から僅かながら植

物化石が採取された。すなわち，筆者は2属3種を識別

した（第1表参照）。本層の厚さは杉崎付近で200m，

大坂峠付近では220mないし300m，桐谷南方では約

320mである。

　太江頁岩層：本層は頁岩を主体とし，砂岩を伴なう。

本層は西から中田・牧谷上流・その東方の谷・信包南西

方・信包等一部に断層で転位されているが，向斜の南翼

部において稲越層および面谷流紋岩類に覆われて諸所に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ点在して露出する。向斜の北翼部に当るものは保の西部

から北限の断層にそってかなりよく連続し，信包西方に

達する。太江より東では断層にそっていることに変りは

ないが古川累層の向斜部を占めて分布はやや広くなる。一

柏原付近では面谷流紋岩類に覆われる。本層の露頭の各

所から，Co76乞6z‘1α（IM6506076f6祝1α）観07∫8n5Z5：KoBA－

YAsHI＆SuzuKIを’産し，一・部では03ヶ64sp．を4半な

い，つづいてV掬∫Pαプ％5（S伽o厩伽P）onogo6n515K．

＆S・きよび1脆1αno耐65肱lgαプZ5規乞nZ”z4K＆S・

も少ないながら採取される。この非海棲介化石層からは

かなり植物化石も採取される。第1表に示したように筆

者は7属7種を識別した。前田四郎43）の採取したものを

併せると12属15種となる。本層の厚さは150mな
いし．180niである。

　稲越層

　本層は稲越南方に限って分布している。，最下部に比較

的に顕著な礫岩があって，その上に砂岩を主とし，頁岩

や礫岩を伴なう地層がのっている。本層の分布地域は露

出がよくないので区分ができなかった。下部の礫岩はし

ばしば夏蜜柑大の円礫ないし亜角礫を含み，珪長岩一石

英斑岩や粘板岩の礫が顕著であるが，上部のものはクル

ミ大以下となり，礫種も他の地域のものと同様となり，

著しい特徴を消失する。下部の礫岩は北部地域の南俣谷

礫岩層のものとよく似ている。本層の下部からまれに

05オr飢sp．を産出し，牧谷中流の本層の中部からGプ助

ρhα飢（P）sp．が採取された己前田四郎43）は牧谷西方の

谷（こたに）から痂膨r㈱螂sp。を採取したと報じた
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第1表　南部地域の石徹白層群産の植物化石表「

植物化石
産出層準一

レ
E
峯

i
』

ハ血κhαnオ露65y466乞KRYsHTFovlcH

Egz6お6あオ85z65h吻z曙紹7z5Z5（YOKOYAMA）

Gl6露h6n露63nψψon87z5おOISHI）

σo勉o穿6万5伽吻n3Z5（ZALEs）SEwARD

O剛ohZoφ3∫5610ngα厩（GEYLER）YoKoYAMA

助h8no奔6万3（Rゆプ4彪）Goψ喫7擁DUNK・　1

，S．癬漁1妖YoKoYAMA）OIsHI
σ1α40望りhl6腕546nあ6z61α厩（BRoNGN）

C．6痘5オαn5　（HEER）

α、6鋤1げb7形乞5（GEY』LER）

C。sp。

2〉諭。吻K。渉。ぢてYbKoYAMA）

瓦n吻gn謝5YOKOYAMA
2〉．07’iσZゑα115HEER

α6瑠o辮痂診65Kα㎜43αた乞乞TATEIWA

乃6％4・6幽3Pα6z‘ゆ1ぎαOISHI

瑠・伽ll銘彫cfψ傭n（pHILLIPs）革oRRls

αnゑgo魏5読9加匁（BRONGN）SEwARD
G．sp．

G歪n焉go曜伽”z〈励ho75オZ　YoKoYAMA

C28乃σπo測5庖α万8’歪4αHEER　

Po40之‘z刀z髭631απ6601αオz65（L．＆H．）

P．R6ズn商GEYLER
P。sp．

X6n・曙1・nlα妙∂7・3醐（CRAMER）

％6nガo鮮6万516規α7塵nαオαOISHI

種付
礫岩層

R

R
C

C－R

C－R

沼町
互層

C－R

C－R

R－C

A
R
R
R
R
R
R
O’

R
R
R
R
R
R
A
A
C

R
R

杉崎
砂岩層

C

R

A
C

1
大 江
頁岩層

R
C
O
O
C
O

O
C
O
R

O
O∂

○

A

R
R

栃尾
層 備　　考

　A：多産
R　¢：普通

　R：稀1，
　○：前田四郎の
c　P　　採集による。

　　　ものの追加

　　　分

C
C

R
、

．R

が，あるいはG瑠Phα6α（～）に似たものではなかろう

か。本層の厚さは350mをこえる。

　栃尾層（第3図参照）

　高原川上流の栃尾付近およびその南西方の峡谷に諸所
臼
に
点 在し，南部地域の石徹白層群の南列の東部に位置す

る。

　本層は断層によって飛騨複合岩類および古生界（結晶

片岩一准片岩註9）を含む）と接し，面谷流紋岩類や安山

岩等によって被覆され，分布は狭い。また下限は未詳で

ある。本層は砂岩と頁岩との互層がらなり，しばしば礫

岩を伴なう。諸所でホルンフエルス化し，かつ露出があ

まりよくないので未区分である。僅かながら植物化石を　・
　　かしわて産出し，柏当西方（赤谷）から多数の砺窃ρ礎郷（S1－

no観αP）伽ogo6n515k．＆S．および僅かの“Pol吻6－

504α”sp・を含む頁岩の転石が得られた。前田43）は柏当

註9）．結晶片岩一准片岩は古生界の変成相と考えら

　れ，第3図では古生界としてr括した。

よりPol拠850磁（ム040彫811α）肋加脚5hπMAEDA，

∫》．（Poアαoo7・房oz61α）　5αnoh％8n5乞5（YABE＆　NAGAo），

『四τ1餌郷5sp、，Mθ1伽o’48r　sp．を，赤谷からM。sp。

’を採取した。，そして本層を古川累層より新しいと考え

た。筆者は杉崎砂岩層の上部から稲越層の下部ないし中

部に当ると考える。

　本地域の手取累層群の地質時代を明示する化石はまだ

産出しない。前田四郎43）は菊石動068耀勉％5sp．，Mp－

Pon伽乞gonZαsp。をもって杉崎砂岩層より下を九頭竜亜

層群（筆者の九頭竜層群）の桐谷層および庄川累層に対

比した。

　筆者は莇ゑρoグか忽on宛ば下部白聖系か らも産出する

ことから下部白畢系であっても差支えなめと思う。筆者

の見解によると，1）第2および第3報で述べたように

σo殖廊％1α（M6506併房6％1α）観oノ廊n5おは九頭竜層群か

ら産出しないこ≧．，2）本地域では古川累層から化石樹

幹X6no矧1伽1α妙oプ05％窺（CRAMER）とともにその

樹根や根毛を各所におびただしく産出するので古川累層
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の堆積環境は石徹白層群と同様のものであろうと考えら

れること，3）植物化石の近縁関係等によって古川累層

を尾口累層註10）の相当層とした。これは稲越層の岩質が

跡津川累層（北部地域の赤岩累層の相当層）に酷似する

ことを併せて合理的と考えられる。

　2．5足羽層群

　本地域において足羽層群に対比されるものは，上広
　　か　ぐし　え

瀬・海具江および宮地付近においてごく小区域に露出す

るにすぎない。一部は地質図から省略した。

　上広瀬の北部山地には厚さ約30mの礫岩を主とした

地層があって，そり上に面谷流紋岩類がのっている。礫

岩は流紋岩一石英斑岩やチャー、トを主とした角礫ないし

亜角礫と，流紋岩質物質に富む充墳物からなる。礫の大

きさは普通夏蜜柑大であるが，時には人頭大のこともあ

る。ここでは下限は未詳である。海具江では面谷流紋岩

類の下部と思われるところに挾まれて，礫岩を主とし，

粗粒砂岩・頁岩・炭質頁岩および薄い炭層を伴なう地層

がある。礫岩は石英斑岩一流紋岩および花闘岩（飛騨複

合岩類）の亜角礫ないし角礫を粗粒な花南質ないし流紋

岩質物質にとむ砂で充填したもので，拳大以下の礫から

なる。頁岩は一般に砂質であって，炭質物にとみ，炭質

頁岩に移化することがある。厚さは10m以下である。

宮地にも面谷流紋岩類の下位に炭層を伴なう地層があ

．り，かつて探鉱されたことがある。ここでは段丘性堆積

物に覆われているので詳細は不明である。

　これらの地層は面谷流紋岩類の下位または下部にあ

り1域外西方および南西方に見られる大道谷層または平

家岳累層等と同様の産状を呈するので足羽層群に含め

た。

　2．6　面谷流紋岩類

　本岩類は流紋岩質の火山砕屑岩類を主体とし流紋岩の

熔岩流を伴ない，一部にそめ噴出に関係した岩脈が含ま

れる。また，まれに流紋岩質物質にとむ水成岩を伴なう

ことがあり，さらに第2報で報じたように安山岩質凝灰

角礫岩を挾み，あるいはその角礫を多数に捕獲すること

もある。

　流紋岩は一般に図版1に示されるように流理構造が顕

著である。流理構造は局部的には急傾斜のことや，はげ

しく摺曲することもあるが，全体としては緩く大きく起

伏し，かつ中程度でも波打って摺曲している（第2図参

照）。

　大坂峠ない’し荒原付近および上広瀬の北方等では多孔

質で，いくらか変質し，流理構造が不明瞭となることが

ある。これらの地域では拳大の玉随塊が多量に含まれ

註10）　北部地域では長棟川累層とよぶ。

る。宮川の西側では一般に多孔質なものは少なく，緻密

で堅硬なものが多い。この多孔質な部分を野沢および礒

見55）は大両見火山岩類とよび柴田秀賢63）は玉随化層およ

び凝灰岩層とし，ともに第三紀のものと考えた。宮川の

西側に分布するものは柴田63）は噴出型石英斑岩と貫入型

石英斑岩として区別したが，筆者の観察によるといずれ

も噴出したものである。

　本地域では北部に分布せず，南部に広く分布し，西方

および南方域外に連なる。一また，南東部では乗鞍岳の東

斜面や焼岳の東斜繭の安山岩の下位から僅かに露出し，

梓川流域（上高地註11））には花闘質岩石に捕獲された小

岩体が認められる。これらは蒲田温泉付近のものと連っ

ていたものであろう。域外には北東方の大町市西方山地

にかなり広く分布し，古生界および中生界（P）を不整

合におおい，かつ表日本衝上系によって輝緑凝灰岩を主

と1し，一部にチャートと石灰岩を伴なう二畳系，または

結晶片岩一准片岩（石炭系（～），蛇紋岩を伴なう）によ

って衝上され，さらに新期花闘岩類に貫かれるものがあ、

る。第2報でのべたように明瞭な安山岩質のものは見出

されないが，穂高岳の南の梓川流域のものは広義に本岩

類に含められるかも知れない。また，北方域外の親不知

海岸付近の安山岩質岩石は同様に広義の本岩類に含めら

れるべきものであろう。

　2．7新期花嵩岩類

　新期花歯岩類として一括したものは国府花歯岩および

花南岩一石英斑岩である。

　国府花闇岩は粗粒な黒雲母花闘岩であって，荒城川の

沿岸に露出する。飛騨複合岩類・荒城川層・石徹白層群
　　　　　　　　　　　　　　　じゆうさんぼ
および面谷流紋岩類を貫く。図版2に十三墓岐における

面谷流紋岩類との貫入関係を掲げた。本岩は表日本およ

び裏日本両衝上系を貫くので，これらの衝上系の生成後

に貫入した。

　柴田秀賢63）は本岩といわゆる貫入型石英斑岩とを併せ

て国府型花闘岩とよんだが，筆者は石英斑岩を花歯岩の

周辺相とみなさず，火山岩と考えるので，黒雲母花闘岩

のみを国府花闘岩とよぶ。

　本地域においては諸所に粗粒で石英と長石の斑晶が明

瞭な花闘斑岩一石英斑岩の小岩株が見出される。栗谷・

本郷西方および栃尾付近等において衝上断層を切断し，

あるいは断層の近くに貫入している。北部地域で断層に

そっ・て貫入したものはアシ谷珪長岩に似るが．貫入の時

期は南部の小岩株とほぼ一致し，国府花闘岩の深成活動

と密接な関係をもつものであろう。』

註11）　上高地の北岸の道路傍に小岩体があって，花

　　闘岩に貫かれている。
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　2．8新生界
　新生界に犀するものには北陸層群・古期安山岩類・礫

層・、新期安山岩類・段丘堆積物およぴ沖積層がある。安

山岩類のうちには面谷流紋岩類噴出前のもの註12）もあ’

る。この変質安山岩は広義の面谷流紋岩類に含め，その

後のものを2期に分け，古期および新期とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　じにれはら　北陸層群：本地域では西谷流紋岩を欠き，愉原累層ま

たは岩稲累層が直接に飛騨複合岩類・石徹白層群または

、珪長岩一石英斑岩を被覆する6本層群の分布は北端部に

限られる。

　古期安山岩類：北部地域には普通輝石角閃石石英安山

岩蔚よび柘榴石含有角閃石安山岩の熔岩とそれらの岩脈

がある。これらのうちには泥流となって山腹の斜面を構

成するものがある。粗粒玄武岩の岩脈もある。南部地域
　　　　　　　　　　　たからでは野沢および礒見にホって高原火山岩類とよばれたも

のがある。本岩類は流理構造が顕著な黒雲母安山岩を主

とした多孔質な熔結凝灰岩および凝灰角礫岩ないし火山

円礫岩からなる。

　古期礫層：古期礫層は神岡・高山・有峰および信包等

に散在し∫いずれも小規模である。部分的には古期安山

岩類によって覆われ，あるいは古期安山岩類の上位を占

めるとともある。おそらく古期安山岩類の噴出時期に低

所を埋めて堆積したものであろう。

　新期安山岩類：北部地域には立山火山，南部地域には

乗鞍火山および焼岳火山がある。

　段丘堆積物：河川の沿岸に限られて，D段丘堆積物が分

布する。高原川流域は比較的にその発達が顕著であり，

小規模ながら数段の段丘が明瞭に区別される。

　　　　　　　3．地質構造
　／

　3，1衝上地塊をなす古生界の地質構造
1
栃 尾南方の古生界の地質構造はきわめて錯雑としてい

るよ、う7）10）17）である。すでにのべた通り，栃尾層の両側

には表日本および裏日本両衝上系による低角度の断層が

あること以外は筆者は未調査なので，詳細を論じること

ができない。栃尾層の南北両側には蛇紋岩を伴なう結晶

片岩τ准片岩があり1第3図に示したように栃尾層は表

日本衝上系の地窓から露出するものと解釈される。

　上広瀬南方から東方の折敷地にかけて分布する衝上地

塊は，ほぼWSW－ENEの軸をもつ小摺曲によって繰

り返されているようである。この摺曲軸の方向は衝上地

塊をなす荒城川層の分布の方向とほぼ一致している。

　3。2原生の基盤をなす古生界の地質構造

　石徹白層群および面谷流紋岩類によって明瞭に被覆さ一

註12）　域外南西方の石徹白川上流で，大山層を不整

　合に覆うものがある。

（第12巻　第12号）

れる古生界は森部層とその相当層である。これらは各所

に散在して，その露出はいずれも狭い。

　これらの小露出を全体として通観すると，詳細は不明

ながらその概要を判読することはできる（第2図参照）。

おもな向斜構造は北から蔵柱西部および東部を通りSW
　　　　　　　　　　　かみをロ莚のびるもの，高山市北部の上切を通ってENEに向か

い柏原南方をよぎるものの3つがある。背斜は上記3向

斜の間にあると思われるが，柏原ないし蔵柱の間は面谷

流紋岩類によって覆われて背斜構造は見られない。蔵柱

東方に見られる背斜軸は第2と第3の向斜軸の間を通り

SWにのび上広瀬付近を通ると思われる。第1図の地域

の南東端の万石付近には第4図に示されるようにN－S

性の小摺曲が繰り返されている。ここでは複背斜が形成

されると推定される。

　蔵柱西部の向斜構造をなす森部層は逆断層によって古

川累層と接している。この逆断層については石徹白層群

の地質構造において論及し，．ここではふれない。

　南部地域の摺曲は第2図において図示したので第1図

においては一部を除いて省略した。

　3。3　九頭竜層舞の地質構造

　九頭竜層群は北部地域のみにあって断片的に露出する

にすぎないので詳細な地質構造は不明である。九頭竜層

群を覆っている石徹白層群の地質構造は南半部で構造盆

地を，北半部で1は半盆地状構造をしている。九頭竜層群

の走向および傾斜をみると，擾乱された程度は石徹白層

群の擾乱よりはなはだしいが，全体としてはほぼ似た傾

向にある。したがって，九頭竜層群は有峰付近では構造

盆地の一部をなし，桐谷付近では同じ理由によって北東

に傾き，北半部の半盆地状構造の一部を形成するものと

考えられる。

　有峰の北東部にはかなり激しく擾乱された有峰頁岩層

（九頭竜層群）の上に緩い断層で石徹白層群の基底礫岩

である庵谷峠礫岩層が接している。これは構造盆地の形

成に際して両層群の境がすべったものであろう（5万分

の1東茂住地質図幅説明書27）参照）る’

　3・4　石徹白層群の埴質構璋

　3．4．1．北部地域の石徹白層群の地質構造

　北部地域の右徹白層群の地質構造を通観すると，猪谷

から北俣岳を結ぶ大向斜と，猪谷北方から鍬崎山を結ぶ

大背斜が認められる。この大背斜軸をほぼ境として，’南

半部と北半部との間には構造上にかなりの差異がある。

　南半部では大向斜の東側が隆起し，西側ないし南西側1

は横山衝上によって境されて，この向斜構造は構造盆地
　　　　　　　　　　　すけのぶ
に転化している。北東部には祐延衝上がある。横山およ

び祐延の両衝上は手取累層群を圧迫し，衝上線に接近し

た所の地層を摺曲によって激しく擾乱させている。図版
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第4図

　　0　　万　　　　　　　　　、
　　X　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　ヒ　朝日村　　　　　　　・
伽　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　国
美女峠および万石付近の地質図

□沖積層

騰安山岩およぴ礫層

囹石英駈岩

園面谷流紋岩類、

匿ヨ万石層（中生界？）

皿美女峠屠（森部層1

目大島層（チヤ嗣

園塩屋層
　　　（輝緑凝灰岩）一

3は猪谷南方で見られる転倒した向斜構造の例である。

このようにして摺曲された後に多くの断層を生じて，石

徹白層群はモザイク状に分断された。これらの断層のう

ちには横山衝上や祐延衝上を切るものが多いが，一部に

は衝上によって切断されるものもある。なお，この地域

の地質構造の詳細は5万分の1地質図幅東茂住説明書27）

中でのべたので，ここでは概要をのべるに止めた。

　北半部の石徹白層群は全体ξして，北西に傾く半盆地

状構造をつくる。この地域では小摺曲は少なく，多くの

断層によって地層が分断され，モザイタ化がとくに激し

い。これらの断層には跡津川累層の堆積初期頃に噴出し

たと向様な珪長岩一石英斑岩が貫入している。

　3．4．2　南部地域の石徹白層群の地質構造

　南部地域の石徹白層群は全体として東西にのびる2列

となって配列している。

北列の石撒白層群の北限はENE－WSW方向の断層

で，北側の飛騨複合岩類と接している。この断層とほぼ

並行する多くの小摺曲によって，石徹白層群は擾乱され

るが，全体としては荒原付近の飛騨複合岩類の小露出を

核心として，北に転倒した大背斜と，その南側に大向斜

構造が形成される。飛騨複合岩類ゐ南限は衝上断層ない

し逆断層と考えられ，転倒背斜から衝上または逆断層に

移ったと考えられる。この逆断層は東方にのびて種村礫

岩層の上に森部層を衝上または逆断層でのし上げたもの

に連なると推定される。ここでは面谷流紋岩類が石徹白

層群を広く覆っているので詳細は不明である。のし上げ

たと思われる飛騨複合岩類の南側の石徹白層群はかなり

擾乱され，局部的には地層が転倒することがある。図版

4にこの例を示した。

　南側のものは3ヵ所に分かれている。・西端の石徹白層

「群の北限は断層であるが，南限は国府花闇岩に貫かれて

いる。ここでは明瞭に向斜構造が形成されている。局部

的には走向および傾斜がかなり変化し，小摺曲も存在す

る。その東方には，折敷地の南方に種村礫岩層に当るも

のが僅かに露出し，森部層を不整合に覆い，面谷流紋岩

類によって不整合に覆われ，かつ荒城川層によって衝上

されているqここでは緩く北に向かって傾斜し，向斜の

南翼を占めると考えられる。最も東にあるものは，栃尾

，層であり，この地域では小摺曲がとくに著しい。しかし，

折敷地南方のものと同様に全体としては，複向斜の南翼

部に当ると考えられる。

　上記の2列の石徹白層群は岩質に多少の変化があり，

化石の種類にも違いがあるが，堆積区を異にしたもので

はなく，E－W方向の大構造によって摺曲され，背斜部

は削剥をうけ，向斜部が現在見われるように2列となっ

て残存したものであろう。

　3．5足羽層騨および面谷流紋岩類の地質構造

　足羽層群は面谷流紋岩類の噴出初期において，その周

辺部に堆積したものであるから，面谷流紋岩類の基底部

の起伏とほぼ一致している。

　南部地域で面谷流紋岩類の流理構造を詳細に調べた結

果は，局部的にはかなり激しく擾乱され，時には50。を

こえて急傾斜を示すこともあるが，一般には緩く規則的、

に起伏し，宮川の西側ではWNW－ESEで，東側では

NE－SWまたはE－Wの軸をもって波打っている。衝

上断層に接近したところではしばしば激しヤ擾乱をうけ

ている。

　不整合面と流理構造との間にはかなり調和性があり，
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両者は全体としては，ほぼ並行し，共通の摺曲を繰り返

すようである。第2図に南部地域の面谷流紋岩類の流理・

構造が示されている。

　不整合面はもとの地形ないしは地表面を意味するもの

であるが，本地域に見られる流理構造の規則性から考え

ると，そのものがもとの地形ではなく，多分に摺曲され

ていると思われる。

4．　後期中生代の地殻変動

　4．1衝上断層

　1）表日本衝上系

　図版5に折敷地南東方で見られる表日本衝上系の衝上

断層の露頭を示した。ここには断層粘土も角礫も見られ

ず，一石徹白層群の種村礫岩層が逆断層の関係で荒城川層

と接している。種村礫岩層は厚さにして60～100cm位

の部分が圧砕されている。

　衝上断層はこのように圧砕された部分はあるが，顕著

な断層粘土や断層角礫を伴なうことが少なく，とくに本

地域のように露出があまりよくない地域では衝上線の追

跡は地形と地層の走向および傾斜，あるいは分布等につ

いて層位学的に判断しなければならない。

　このようにして上広瀬層は面谷流紋岩類の上位を占め

ると判断された。また，上広瀬層と漸移関係にある荒城

川層は面谷流紋岩類に対し，て，常に上位を占めると考え

られる。

　栃尾付近で，結晶片岩一准片岩を伴なう古生界は第3

図のような関係で栃尾層および面谷流紋岩類の上に衝上

したとみなされる。

　本地域の南限に近い万石の北方には第4図に示したよ

うな関係で森部層の相当層である美女峠層の上にチャー

トの厚層である大島層がのっている。大島層は北方の塩

屋では，輝緑凝灰岩を主とした塩屋層と整合関係にあ

る。

　大島層と美女峠層との間は断層関係と推定され，この

断層は美女峠北方（大島）では図版6に示しだように比

較的低角度の断層面をもつ衝上断層と思われる。南部の

万石北方には図版7に示すような断層がある。万石の北』

東方には比較的に軟弱な頁岩を主としジ砂岩を伴なう万

石層があり，かつて“Co7616％1α”（P）を産出したとい

われる。美女峠層の砂岩や粘板岩とはかなり岩質を異に

し，石徹白層群が衝上線にそって挾み込まれた可能性が

ある。

　本郷西方山地における飛騨複合岩類・荒城川層・森部
1
層

・種村礫岩暦・面谷流紋岩類等の開係は第2図に示さ

れる。面谷流紋岩類は本郷一蔵柱間の山頂部を占めるの

みでなく，荒城川層分布地域内の峡谷の一部にも地窓

（～）から現われている。したがって荒城川層は面谷流紋1

岩類にも衝上したと考えられる。

　なお，筆者は第1図の南西端の楢谷付近にも衝上地塊

があって古生界の一部が面谷流紋岩類に衝上して》ると

推定する。その根拠は第5図に示す通り，古生界と面谷

流紋岩類との問は湾曲した曲線であり，その曲線は流理

構造と斜交している。したがってこの境界線は面谷流紋

岩類より後に生成された断層で，しかも湾曲する性質は

衝上断層を意味するものと考える。
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　2）　裏日本衝上系

　本地域外の北西方庄川中流の裏日本衝上系について

！よ，すでにのべた28）31）。，その南方の延長部は庄川の東山

　　　　おどりがわ
腹を通って小鳥川上流に現われる。この間は飛騨複合岩

類は常に山嶺部を占め，面谷流紋岩類は川床に近い山腹

の低い位置を占める。第2図に見られるように小鳥川上

沸では，裏日本衝上系の衝上線は東西性の断層で断たれ
　　くのカマノこに

るが，栗谷東方では面谷流紋岩類分布地域内の山嶺部に

僅かながら飛騨複合岩類が分布している。、稲越の南西方

山地には少なくとも4つの飛騨複合岩類の小岩体が面谷

流紋岩類の上位にのっていることが確認されている。

　すでにのべた通り，面谷流紋岩類は浅所貫入岩類でな

く，地表に噴出したことは明らかであるから，上述のよ

うな飛騨複合岩類の異常な分布は，原生の基盤が露出し

ていると説明することはできない。筆者はこれら飛騨複

合岩類の異常な分布は衝上によって生成されたものとみ

なした。

　図版8に本郷西方で見られる露頭を示した。この露頭
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は船津花嵩閃緑岩が古生界の荒城川層を貫くものとされ

たところである。古生界がホルンフエルス化されている

ので，船津花闘閃緑岩が接触変質を与えたと考えるのも．

1つの解釈であるが，筆者は露出こそしていないが新期

の花闘岩が地下浅所まで貫入していると考える。荒城川

層が面谷流紋岩類の上に衝上していることを認める限

り，飛騨複合岩類の一員である般津花嵩閃緑岩が，ここ

で荒城川層を貫くことを認めることはできない。少なく

ともここでは花嵩閃緑岩から荒城川層に向かって脈状に

物質を染込ませた形跡はない。

　図版9は古川町の西方で見られる裏日本衝上系の断層

を示したものである。非常に鮮明な境をなしている断層

である。

　古川町南方に分布する飛騨複合岩類の西限も断層であ

る。飛騨複合岩類と面谷流紋岩類との境を追跡すると，

きわめて不規則な曲線をなしている。そして，常に地形

が高い所では境界が西に寄り，低くなると東にずれ，全

体として境界面は緩く東に傾く。境界の西側の面谷流紋　・

岩類は凝灰質の部分がとくに多く，この地域では境界線

に接近した部分で面谷流紋岩類中に貫入した疑いのある

岩石は見られない。ここにも裏日本衝上系の存在を確実

に推定できるす

　表日本衝上系と裏日本衝上系とを比較すると，栃尾・

上広瀬および本郷付近の地質構造に関する限り・，表日本

衝上系が先行し，裏日本衝上系の生成が遅れている。

　野沢および礒見55）はr船津花崩閃緑岩の形成に関連し、

て，本岩の分布地域に著しい変位運動が起り，本岩およ

び飛騨変成岩や古生層の一部に著しい影響を与えた」と

のべ，また船津花陶閃緑岩と古生層との関係を詳細に報

告し，船津花歯岩閃緑岩が古生層の上にずり上ったよう

な構造をしていることを指摘した。地殻変動の時期に対

する見解の相違はあるが，上記の研究の重要な意味を改

めて強調したい。

　4．2横山衝上・砧延衝上および藤橋衝上

　横山衝上註13）は北部地域の石徹白層群の西限および南

西限を画して飛騨複合岩類と接するo双六川上流（北俣

山南西側）では石徹白層群ば飛騨複合岩類を不整合に覆

うが，少し西方（南俣谷）では見掛上の正断層（走向が

ほぼE－Wで傾斜が83～88。N）で両者が接し，西に

進むにつれて次第に基盤を反転させて衝上に移り，北西

に向かうにつれて転位量を増大させる。横山衝上は飛騨

複合岩類を衝上岩体とする点においては裏日本衝上系ど

同じであるが，衝上の方向は逆である。これ獄飾項での

べた裏日本衝上岩体中で，衝上の生成に伴なって逆方向

註13）　横山衝上は三浦忠平49）によって発見された。

の力（反作用）によって横山衝上が生起されたものであ，

ろう。

　祐延衝上は北部地域の有峰付近で認められるものであ

る。その東方の延長は断層で切断されて転位し，立山南』

方のザラ峠を通り，東にのびるものと考えられる。西方

の延長はまだ確認されていない。、衝上は北から南に向か

っている。

　横山および祐延衝上の詳細は5万分の1東茂住地質図

幅説明書27）でのべたので，ここでにその概要と，とくに

重要なことについてのみに止めた。

　前田四郎39）によって北部地域の藤橋付近で衝上が発見

され，藤橋衝上とよばれた。筆者は藤橋南方の川岸に石

徹白層群が飛騨複合岩類中にごく僅かに露出することを

認め，本露出は地窓から現われるものとみなした。まだ

予想の範囲を出ないが，藤橋北方の石徹白層群く第1図

における未区分の地層）と東側の片麻岩（飛騨複合岩類）

との間の断層は藤橋衝上の延長部と考える。

　これらの衝上群の生成の時期はいずれも石徹白層群の

堆積後で，多くの断層の地塊運動前であって，おそらく

裏日本衝上系の生成とほぼ一致するものであろう。

　4．3　後期中生代の地殻変動の発展

　南部地域において，森部層・石徹白層群お墨び面谷流』

紋岩類の摺曲は，いずれも飛騨複合岩類の衝上地塊の南

限（裏日本衝上線および断層線によって示される）とか

なりの調和性をもつ。そし宅3系統の摺曲は，（1）森部

層の摺曲は衝上や断層に接近したところでも，そうでな

いところでも大規模であって，摺曲軸の間隔も大きい，

（2）石徹白層群の摺曲は中位の規模さあり，局部的には

激しく擾乱される，（3）面谷流紋岩類ば衝上または断層

にそった地域ではやや激しいところもあるが，摺曲はご

く緩やかなことが常である。

　これらの事実は，本地域ではかなり古くから北部地域

に広く分布する飛騨複合岩類の南限に対し，直角の方向

からの圧力が加えられ，森部層が最も長く，石徹白層群

がこれに次ぎ，面谷流紋岩類が最も短い期問で影響を受

けていたことを示している。

　表日本衝上系の衝上地塊の分布や荒城川層の摺曲も，

森部層および石徹白層群の摺曲とかなりの近似性をもっ

ている。これは上述の裏日本衝上系と表日本衝上系とに

よる圧迫があって，表日本衝上系の衝上地塊も，両衝上

系の間に挾まれた森部層・石徹白層群および面谷流紋岩

類も共通の圧力によって支配されたことを意味する。

　現象面に関する限り，両衝上系は面谷流紋岩類より後

に生成されたにもかかわらず，より古い地層の地質構造

とも密接な関係にあることは，衝上系を発達させたと同

じ力が，より古くから働いたことになる。
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，北部地域の飛騨複合岩類の南限は裏日本衝上系に属す

る衝上線であるばかりでなく，この地域には横山・祐延

および藤橋の3衝上がある．これらの各衝上は多くの断

層によって切断される。断層の伸びは飛騨複合岩類の片

理の方向や石徹白層群の層理の方向と一致することが多

い。裏日本衝上系の生成後，圧迫から解放されて引きつ

づぎ地塊運動を生じたものである。

　4．4　衝上地塊の根源に対する考察

　飛騨高原において筆者が踏査した範囲内では衝上地塊．

の根源は認められながった。したがって現況において

は，表日本および裏日本両衝上系の根源は域外に求める

ほかはない。

　域外西方の裏日本衝上系の根源は衝上地塊の移動方向

を逆にたどって，北方にあり・，表日本衝上系の根源は南

方にあると考えられる。

　本地球内のものについてみると，飛騨一木曽に広く分

布する石英斑岩、（主体は面谷流紋岩類）を媒介として考

えると，表貝本衝上系は東から西に，裏日本衝上系は北

東から南西に向かっている。これは本地域内の調査によ

る推定であ？て，正しくはより広い範囲にわたる地質構

造の解明によらなげればその本質は求められないであろ

う。

　本地域内の両衝上系が東から西に向かう要素を含むこ

とは，域外東方に糸魚川一静岡線や赤石裂線等の大規模

な断裂が存在することによって，1何らかの関係があるの

ではないかとの疑いがもたれる。斎藤正次および礒見

博61）は赤石裂線中には非常に緩い角度の部分があって，

ところによっ七は水平に近いところもあると指摘してい

る。』

　飛騨高原において衝上断層と関係が深いと考えられる

2，3の事実を繰り返すと，（1）前述の横山衝上が東方

に向かっては消失し，西方から北西方に向かって反転し

て転位量を増すこと，（2）第1報でのべだ九頭竜川上流

で
， ，谷戸口付近の片麻岩が手取累層群の大背斜部におい

て下から突き上げ，そg南限嫉逆断暦となり，手取累層

群をかなり大きい規模で転倒させている，（3）第2報で

のべたようをぐ・原生の基盤をなす美濃層群は激しい摺曲

に伴なって地層の内部ですべりによる断層を生じ，一部

の地層をどこが僻転位させてしまった，などのことがあ

る。（1）およぴ（2）は裏日本衝上系の比較的初期の段

階を意味し，（3）は表日本衝上系が，このような機構で

他から運ぱれたものではないかというこ≧を暗示する。

5．結　　び

　飛騨高原東部地域の後期中生界の層序および地質構造、

を解明した。同時に古期の岩層と後期中生界との関係を

みると，飛騨高原西部地域に見られると同様に，表日本

および裏日本両衝上系が存在している。両衝上系の生成

は面谷流紋岩類の噴出後で，国府花崩岩の貫入前，であ

る。両衝上系の衝上線の前縁ど，本地域内の古い地層と

の間には密接な構造上の関係があり，同じ種類の系統の

圧迫がより古い時期から存在した。したがって筆者は衝

上断層の生成をもって，地殻変動の時期をとらえるのみ

でなく，地殻変動の発展としてみてゆくことが必要と考

える。また，衝上線は狭い地域での地層の関係（摺曲な

どの擾乱も併せて）1でその地質時代を決定するだけでな

く，広く衝上線を追跡し，正確な地質時代を決定する必

要があると確信する。たとえば，局部的にジュラ系の上

に片麻岩が衝上していることによって，ジュラ紀末の地

・殻変動と判断することは極力さけるべきであろう。

　表．日本および裏日本両衝上系の存在は種々の点から検

討したが，本地域内の調査ではその根源を明らかにする

ことができなかった。今後の調査に期待しなければなら

ない。

　本地域莚おける増殻変動の発展は飛騨高原西部地

域29）31）のものと大差はない。
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　　　　　　　　　　図版1面谷流紋岩類の流理構造

高原川上流栃尾東方の道路傍砕石に見られる流紋岩の流理構造（ハンマーの

柄の方向および左端の面が流理面である。多孔質の岩石では流理構造が一層

鮮明である。）

　　　　　　　図版2　面谷流紋岩類を貫く国府花醐岩

G＝国府花醐岩（径17cmの石英斑岩？を捕獲したものがある）

R：面谷流紋岩類（流理構造は折尺の方向，N25。W・200E・境界線と斜交’

　　する，僅かに接触変質を受ける）

B3貫入関係を示す境界線　　　（場所：十三墓岐道路（旧道）傍（東側））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版3猪谷南方に見られる転倒した向斜構造

羅諾課潔転，，層）｝猪谷互層（場…谷駅から約一南一の北側付一よ一望む）



i…諾翻

　　　　　図版4　古川累層に見られる転倒層

S：砂岩と礫岩との互層（種村礫岩層L部，N55。W・35。S）

P：樹根の化石，地層が転倒したので根は下から上に向かって

　　のび，ひげ根が上部についている。

　　　　（場所：荒原部落より約1km南西道路傍）

　　　　図版5折敷地南東方に見られる衝上断層

S：輝緑凝灰岩（N20。E・45。W）｝荒城川層

鰭講（厚さ6。～、。。。m）｝種村礫岩層

F：衝上断層（N55。E・45。W）（断層粘土なし）

　　　　　　（場所：折敷地部落から南東方約350mの道路傍の露頭）

図版6大島（美女峠北方）における衝上断層

C：

s：

チャート（激しく擾乱される。ここから南へ約1kmの間に・

チャート中に厚さ約lmの炭層が10数回繰り返して現われる）

大島層

粘板岩と砂岩との互層（N75～85。E・40～70。N）美女峠層

B罵圧砕帯（崩壊に注意）

R1：美女峠に至る新道

F：推定衝上断層（N－S

R2：大島上部落えの道

　　　　　　　　（場所：

925～3（）OE）

大島上と下との中間で南に向かう〉



図版7　万石北方における衝上断層（推定）

C：チャート（大島層）

M：頁岩（万石層）

S：砂岩と粘板岩との互層（美女峠層）

F；推定衝上断層

　　（場所：万石から北方の竜岩山をのぞむ）

図版8　本郷西方で見られる衝上断層

G＝船津花1萄閃緑岩（飛鐸複合岩類）

S：ホルンフェルス（芦城川層）

Br：圧砕帯（厚さ18～33cm）

F：この面う潤上断層の面（N55。W・65。N）

（場所：本郷の南西の鳴滝の西岸，左側に滝がある。

　　　西に向かって写す）

　　　　　　　　図版9　古川町の西方に見られる衝上断層

G：花闘岩質岩石（飛騨複合岩類）

0：面谷流紋岩類（流理構造はN500W・30。S，頁岩の角礫径5～16cmのも
　　のを多く含む）

F；衝上断層線（この付近では急傾斜N25。W・80。E，断層粘土は厚さ約5cm）

R：山すその道路（南に迂回して現位置にくる）

　　　　　　　（場所：古川町西方の山腹の道路から東に向かい斜面を見下す）




